
令和５年度
柏市防災会議

令和６年度防災事業（案）について

議題１
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令和６年度 事業の方向性

◆災害に備えた自助・共助・公助による対策の推進

１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

２ 避難所運営体制等の構築

３ 取り残されない避難体制の構築

（柏市行財政運営方針より）
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

①防災拠点，避難所での電源確保

令和５年度までに，近隣センター２０箇所に

給電可能なハイブリット車を配備。

【来年度以降】

令和１０年度までに避難所１１２箇所

総計１３２台の電動車を配車

※令和１２年度までに電動車率１００％，EV車率５０％を目標
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

②自家用給油取扱所整備事業

大規模災害が発生した際でも，

安定した災害救助・支援活動を行うために，自家用給油取扱所を整備する。

【施設概要】

場所：消防訓練センター（富勢分署敷地内）

容量：ガソリン：２０，０００リットル

軽 油：２０，０００リットル

災害時は消防・救急車両の他，消防庁舎の

自家発電や避難所の発電機に使用する予定
設置イメージ
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

③生活用水の整備及び改修

●手押し井戸新規整備

令和５年度までに市内２３箇所に整備

【従前の方針】

毎年１箇所または２箇所程度の実績

➡【今後の方針】

令和９年度までに，市内全小中学校への水源確保

令和６年度整備予定校：北部地域５校，南部地域５校

計 １０校

場所：酒井根小学校（R4設置）
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

④飲料水の整備及び改修

●耐震性井戸付貯水装置の改修工事

災害時の飲料水を安定的に確保するため，老朽化が進んだ耐震性貯水装置の
改修工事を実施する。
令和６年度改修予定：酒井根小学校(平成８年設置，貯水量４０㎥)

建屋 自家用発電機 装置 給水場
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

⑤マンホールトイレの整備計画

下水道が整備されている小中学校に，マンホールトイレの整備を進める。

【令和５年度末時点】市内３８箇所（３０５基）
【今後の予定】令和６年度～令和８年度の３カ年で市内１６箇所（４５基）を整備予定

設置時の様子 マンホールトイレの外観 内観
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

⑥備蓄物資の整備（５箇年計画５年目）

発災３日後までの備蓄不足を解消するため，平成３０年度に実施した被害想定調査結
果に基づき，備蓄計画を策定した。また，配備を進めている備蓄物資の他に，令和２
年度から令和６年度までの備蓄計画に基づき，毛布，調理不要食等の購入を進める。

調理不要食 毛布
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１ 災害後７２時間を乗り切る体制の構築

⑥備蓄物資の整備（５箇年計画５年目）

R５年度末の主な備蓄物資の配備数量

備蓄物資 配備数量 目標数量 備考

保存食（※） ３４８，８９７食 ４００，０００食 賞味期限切れを入替えながら拡充

毛布（※） ３８，３２７枚 ４０，０００枚 毎年１，６００枚配備

便袋（※） ４３３，２１４枚 ４３３，１７９枚 令和４年度に前倒しで配備完了

保存水 ３１，８００本 ２０，０００本 保存期限１０年の保存水に入替え中

（※）は５箇年計画対象備蓄物資

今年度に実施している防災アセスメント調査結果をもとに，

令和７年度以降の備蓄計画を令和６年度に作成予定
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令和５年度に引き続き，避難所運営体制等の構築に係る女性の参画を呼びかけるとともに，

子育て世代や女性特有の課題に対応した備蓄物資として生理用品及び液体ミルク等に加え，

授乳ケープ，離乳食についても継続して拡充配備する。

２ 避難所運営体制等の構築

①女性特有の課題に対応した備蓄物資の配備

生理用品 液体ミルク 離乳食 サニタリー用ポリ袋

【新規】【継続】

簡易更衣室
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２ 避難所運営体制等の構築

①女性特有の課題に対応した備蓄物資の配備

令和５年度末の主な備蓄物資の配備数量

備蓄物資 配備数量 目標数量 備考

生理用品 １２３，４４０枚 １４５，８４２枚 不足分をR６に配備予定

簡易更衣室
（プライベートルーム）

２０９台 ２１８台 不足分をR６に配備予定

液体ミルク ３６０缶 ３６０缶
半年ごとに３６０缶を入替えし配備
※賞味期限１４カ月

離乳食 ３８０本 ３８０本 ー
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３ 取り残されない避難体制の構築

◆ペット避難について（継続）

ペットを含め誰も取り残さない避難体制の実現を目指して，ペットと一緒に躊躇すること

なく避難できる仕組みづくりを，継続して進めていく。

備蓄品の充実
避難所の拡充

➡近隣センターに加え，

市内全小中学校の指定

ガイドラインの
修正，更新

避難所の衛生管理や
救護活動の具体化
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４ その他の取り組み事業

①防災行政無線親卓設備更新工事

導入から２０年近く経過している防災行政無線（固定系）の親卓を最新

のものへ更新することで，メール配信やX（旧ツイッター）等との連携が

可能となり，住民への迅速な情報伝達が可能となる。

②防災ガイドブック（継続）

防災方法等を記載し，洪水及び内水

ハザードマップを差し込んだ一体型の

ガイドブックを，近隣センター等の窓口で

配付。


